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般的性質、基質特異性などから Ribo nuclease 、 Deoxyribonulease 、 Endonurlease、わよび、 Exo­
nuclease に分類されている。著者は種々の微生物から得られる核酸分解酵素についてその特異性をし
らべると共に、酵素の化学的性質を明らかにすることを企図した。この結果Acrocylindrium spの培養






NA) ポリ一 C) ポリ一U) ポリ一A) ポリ一 I の順に加水分解し、 5/一末端にリン酸をもつオリゴヌ
クレオチド阿(鎖長 2 、 3 、 4 、 5 の混合物)を生成した。一方一重鎖のポリマーよりもポリーA: 1人ま






















さらにもう一つの酵素Ribonucl ease が単離され、このものはゲル鴻過法による分子量 9.000 と決定
され、 RNAのグアニル酸残基に対して塩基特異性を示す点で、己知の酵素RibonucleaseT 1 と類以して
いることが分ったO なわこの酵素は金属イオンで活性化されない。
以上の如く、須原君はAcrocylindrium sp ・の培養液を綿密に検索して、 3 種類の核酸分解酵素を純
梓に分離し、それぞれの化学的・酵素学的諸性質を決定し、核酸の研究に重大な責献をした。よって
本論文は理学博士の学位論文として十分な価値があるものと認める。
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